
 

ソフト家庭決算書とは 
１．家庭決算書の作成手順 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



２．財産対照表と消費損益計算書 

家庭の財産は、１年間の消費活動の結果、「現在の財産」から 
1 年後の「新しい財産」へと変化していきます。 
この変化を家庭決算書では、次のように表します。 
１.家庭決算書は、財産対照表と消費損益計算書から構成されています。 
２.家庭決算書は、1 年に 1 度、家庭簿記（家庭用複式簿記）によって決算を 
して作ります。また、財産対照表と消費損益計算書は連動しているので 
それぞれの「当期消費損益」は、必ず一致します。 

３.家庭決算書は、単年で終わることなく翌年、翌翌年と継続していきます 

  （１）財産対照表 
 
（20xx 年１月１日現在） 

                          （単位：円） 
左方（ひだりかた）  金 額 右方（みぎかた）  金 額 
資産の部   負債の部   
現 金   15,000 住宅ローン 10,000,000 

電子マネー 0  その他借入金         0 
普通預金  300,000 カード未払金  30,000 
定期性預金 1,000,000  未払金         0 
その他預金       0 その他負債          0  
土 地         0 負債合計 10,030,000        
建 物 0   

マンション 25,000,000       ＊  
有価証券         0  家族財産 3,000,000    
保険積立金       0  留保財産  13,785,000 
車 両   500,000  当期消費損益          0 

売却可能な高額品         0 正味財産合計 16,785,000 
その他資産         0   
現金過不足         0   
資 産 合 計 26,815,000 負債正味財産合計 26,815,000 

 
 
 

 

 



 
 

 
 
                                              

（20xx 年１２月３１日現在）   （単位：円） 
左方（ひだりかた）  金 額 右 方（みぎかた）  金 額 
資産の部   負債の部   
現 金  26,523 住宅ローン 9,400,000 
電子マネー   5,000 その他借入金        0 
普通預金 850,000 カード未払金   58,000 
定期性預金 1,004,000 未払金        0 
その他預金        0 その他負債        0 
土 地        0 負債合計 9,458,000       
建 物         0    
マンション 24,000,000 正味財産の部  
有価証券          0  家族財産 3,000,000   
保険積立金          0  留保財産 13,785,000 
車 両   500,000 当期消費損益    142,523 
売却可能な高額品         0 正味財産合計 16,927,523 
その他資産          0   

現金過不足          0   

資 産 合 計 26,385,523 負債・正味財産合計 26,385,523 
 
1.家庭の真実の財産＝正味財産は、資産の合計金額から負債の合計金額を引いて計算されます。 
初期・財産対照表  正味財産(16,785,000)＝資産合計(26,815,000)―負債合計(10,030,000) 
1 年後の財産対照表 正味財産(16,927,523)＝資産合計(26,385,523)―負債合計(9,458,000) 

2.正味財産の内容 
  
                           相続、贈与、結婚時の持参金など、 

父母などの他力で築かれた財産  

                  

今まで働いて自力で築き上げた財産                             

 
 

今年 1 年間に自力で築き上げた財産 

 

 



  「自力」で築き上げた財産は、正味財産の金額から「他力」で築かれた財産の金額 
（家族財産）を引いて計算されます。 
初期・財産対照表 留保財産(13,785,000)＝正味財産(16,785,000)―家族財産(3,000,000)  

３.正味財産は、相続財産に該当し、不動産などを相続税評価額に置き換えると相続財産の 
金額を計算することが出来ます。 

 

（２）消費損益計算書 
                
          （20xx 年 1 月 1 日～20xx 年 12 月 31 日） 
                             （単位：円） 

  科  目   年 間   科  目   年 間 
収入の部 金  額 特別収入の部   金  額 
給 料 3,000,000 受取利息       4,000 
賞 与     500,000 受取配当金          0 
家族収入           0 受贈給付金          0 
年金・その他           0 資産評価益          0 

収入合計  (イ)    3,500,000 有価証券売却益          0 
消費の部  その他             0 
税金等  特別収入合計 (ハ)       4,000 

（所得税）     120,000 特別消費の部   
（住民税）      60,000 住宅ローン支払利息     588,955 
（社会保険料）     360,000 その他支払利息           0 
（その他税金）           0 資産評価損    1,000,000 
日常生活費   有価証券売却損           0 
（食料費）    152,605   その他           0 
（通信費）    111,132 特別消費合計 (二)    1,588,955 
（交通費）     75,310 当期消費損益（ホ）     142,523 
（水道光熱費）     43,200     

（新聞図書費）     89,700     

（消耗品費）     12,325     

その他生活費       

（外食費）    173,300     

（交際費）    119,500     

（医療費）          0     

 



（旅行費）    218,250     

（教育費）     39,600     

（衣料費）    197,600     

消費合計  (ロ)   1,772,522     

通常消費損益   1,727,478   

 
通常消費損益=（イ）－（ロ） 
当期消費損益（ホ）＝（イ）－（ロ）＋（ハ）－（二） 

 
 
 


